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観光ビッグデータ事業部では、観光・地域創生分野に特化したIT基盤やデータ分析

サービスを提供しています。

観光ビッグデータ事業部

宿泊データ分析‧需要予測

地域基盤構築‧スマートシティ対応観

.  観光DX‧AI活用支援

地域課題改善に向けた取り組み

略歴：メーカー系SE、半導体メーカー、CADベ
ンダー、国内SIer、外資系コンサル、個人事

業主、海外MBA取得など、精力旺盛に活躍し
た後、2019年、(株)オープントーン入社

https://kankouyohou.com/

https://lp.tottori-dx.info/

よろしく
お願いします！



今日のゴール

別途ご案内のダウンロードサービスを利用された方には、資料後半にサンプルコード特典が付いてきます。



コンテキスト・ウインドウは有限

LLM側では会話履歴を保持しない
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ＡＩとの会話はステートレス

アプリ側で会話履歴を保持する

Webアプリ
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RAG（Retrieval Augmented Generation）：検索拡張生成

ベクトルストアから関連情報を取得して、ユーザ入力と合わせてプロンプトを作成してＬＬＭへ問い合わ

せる

RAG
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人間 AI



ベクトルストアの構築

Embeddingモデルを使ってチャンクをベクトル（座標）に変換してベクトルストアに格納する

チャンキング Embeddingモデルを使って
ベクトル化

ベクトルストアドキュメント・ローダー
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ベクトル空間

実際のエンベディングモデルでは数千次元ベクトルに変換される

chunk1

chunk2

chunk4

chunk3

chunk5

chunk6

X軸

Y軸

Z軸
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RAGのイメージ
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社内ファイル

社内の事なら

何でも聞いてね！



意味類似検索

ユーザ入力
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chunk1

chunk2

chunk4

chunk3

chunk5

chunk6

X軸

Y軸

Z軸

・ユーザ入力をベクトル化して、各ベクトルとの距離から関連性の高さを判定する

・距離が近い＝関連性が高い＝ユーザ入力にＡＩが回答する際に有益な情報である



チャンキング

・チャンクサイズ（青線部分）
・オーバーラップサイズ（赤線部分）
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チャンキング

チャンク１

チャンク２

チャンク３



利用用途／文書構造に合わせたチャンキング
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商品１の説明
商品２の説明
商品３の説明
商品４の説明
商品５の説明
商品６の説明
商品７の説明

商品１の説明

商品２の説明

商品３の説明商品８の説明
商品９の説明
商品１０の説明
商品１１の説明
商品１２の説明
商品１３の説明
商品１４の説明



RAG事例紹介：日観振デジタルプラットフォーム
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https://lp.nihon-kankou-dx.info/



RAG事例紹介：日観振デジタルプラットフォーム

新機能「ＡＩレポート」を開発中
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事例紹介：日観振デジタルプラットフォーム
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事例紹介：日観振デジタルプラットフォーム
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事例紹介：日観振デジタルプラットフォーム
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事例紹介：日観振デジタルプラットフォーム
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事例紹介：日観振デジタルプラットフォーム
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お疲れ様でした

別途ご案内のダウンロードサービスを利用された方には、資料後半にサンプルコード特典が付いてきます。

ありがとう
ございました！



気軽に
質問して下さい



ダウンロード特典



サンプル動作に必要なもの

プログラミング言語はPythonを使っているのでPython開発環境が必要です。

下記をpip installして下さい。
jupyter>=1.1.1
langchain>=0.3.27
langchain_community>=0.3.27
langgraph>=0.6.0
langchain_openai>=0.3.28
faiss-cpu>=1.11.0
pypdf>=5.9.0
unstructured>=0.18.11

OpenAI APIのアカウント（有料）を作成してAPIキーを環境変数OPENAI_API_KEYにセットして下さい。

サンプルはCursor/VSCodeのJupyter拡張またはGoogle Colabで実行させる事を前提としています。
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第１章：ＲＡＧ作成



サンプルコード：Embeddingモデルの準備
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サンプルコード：ベクトルストアの準備

chunk1

chunk2

chunk3

Y軸

質問

X軸

内積を使う場合のイメージ

27



サンプルコード：ドキュメントの準備（１／３）
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サンプルコード：ドキュメントの準備（２／３）
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サンプルコード：ドキュメントの準備（３／３）
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サンプルコード：ドキュメントをベクトルストアに追加（１／３）
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サンプルコード：ドキュメントをベクトルストアに追加（２／３）
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サンプルコード：ドキュメントをベクトルストアに追加（３／３）

アプリ FAISS

docstore_id
で管理

index
で管理

index docstore_id

0 111-222-333

1 222-333-444

2 333-444-555
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第２章：ベクトルストアで直接検索



文字列クエリとの類似度で検索（同期）
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文字列クエリとの類似度で検索（非同期）
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文字列クエリとの類似度で検索（類似度スコア付き）
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埋め込みクエリとの類似度で検索（１／２）
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埋め込みクエリとの類似度で検索（２／２）
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第３章：Retrieverを使って検索



ベクトルストアをRetrieverに変換してクエリーする場合
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Retrieverを使った検索（基本）
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Retrieverを使った検索（フィルタリング付き）
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第４章：RAGを使ったチャットボット



RAGを使ったチャットボット（１／３）
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RAGを使ったチャットボット（２／３）

プロンプト LLM
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RAGを使ったチャットボット（３／３）
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